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コロナとの闘いは
静かに孤独を広げた
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子
供
の
健
や
か
な
成
長

を
願
う
、
男
児
の
「
端
午

の
節
句
」、
女
児
の
「
桃

の
節
句
」、
の
い
ず
れ
も

が
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た

と
さ
れ
、
子
供
は
大
切
に

育
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
●

６５
年
以
上
前
、
地
域
の
寺

で
毎
週
日
曜
日「
子
供
会
」

が
あ
り
ま
し
た
。
大
人
が

本
の
読
み
聞
か
せ
や
偉
人

の
話
、
遊
園
地
の
バ
ス
旅

行
な
ど
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
芥
川
龍
之
介
の
「
蜘

蛛
の
糸
」
の
話
で
は
血
の

池
な
ど
を
想
像
し
、
決
し

て
悪
い
こ
と
は
す
ま
い
と

強
く
心
に
決
め
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
戦
後
の

み
ん
な
が
貧
し
い
時
代
、

地
域
ぐ
る
み
で
熱
心
に
子

育
て
し
て
く
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
●
今
年

４
月
に
は
「
こ
ど
も
家
庭

庁
」
が
発
足
し
、
２
千
２４

年
に
は
異
次
元
の
少
子
化

対
策
が
具
現
化
し
、
国
の

子
育
て
施
策
が
急
速
に
進

み
ま
す
●
奈
良
時
代
の
山

上
憶
良
が
〈
し
ろ
が
ね
も

く
が
ね
も
玉
も
～
〉
と
歌

う
よ
う
に
、
子
供
は
何
に

も
勝
る
宝
で
あ
り
、
国
の

将
来
を
担
う
存
在
で
す
。

過
去
に
子
供
の
育
ち
に
深

く
長
く
関
わ
っ
て
き
た
退

公
連
の
一
員
と
し
て
、
経

験
と
知
恵
を
使
っ
て
子
育

て
に
貢
献
し
た
い
と
思
い

ま
す
。�

（
Ｒ
・
Ｎ
）

　
５
月
１１
日
（
木
）
東
京

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
理
事

会
・
第
２１７
回
評
議
員
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　
令
和
４
年
度
事
業
報
告

書(

案)

、
令
和
４
年
度
決

算
報
告
書(

案)

が
提
案
そ

れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
評
議
員
会
で
は
、
補

欠
評
議
員
並
び
に
理
事
・

監
事
が
選
任
さ
れ
た
。

　
更
に
、
理
事
会
で
、
会

長
に
鴨
下
一
郎
理
事
を
再

任
し
、
副
会
長
に
柳
本
勝

三
郎
理
事
と
室
井
勝
理
事

を
再
任
、
専
務
理
事
に
小

松
博
則
理
事
の
再
任
が
議

決
さ
れ
た
。

任
期
は

【
評
議
員
】
令
和
７
年
度

定
時
評
議
員
会
ま
で

【
理
事
・
監
事
】
令
和
７

年
度
定
時
評
議
員
会
ま
で

新
た
に
選
任
さ
れ
た
評
議

員
・
理
事
・
監
事
は
別
掲
。

▼
事
業
報
告
か
ら

〇
日
公
連
の
枢
要
な
事

業
、
第
２７
回
研
修
会
及
び

創
立
７５
周
年
令
和
４
年
度

全
国
大
会
を
開
催
。

〇
全
国
組
織
部
長
会
・
全

国
事
務
局
長
会
・
全
国
女

性
部
長
会
等
も
、
コ
ロ
ナ

対
策
を
十
分
に
行
い
開

催
。

〇
退
公
連
新
聞
の
発
行
、

日
公
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
拡
充
等
の
情
報
発
信

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も

継
続
し
て
実
施
。

〇
社
会
保
障
制
度
改
革
に

関
し
て
、
５
項
目
の
要
望

事
項
を
掲
げ
て
日
公
連
・

各
退
公
連
で
、
国
会
及
び

関
係
省
庁
に
要
望
活
動
。

▼
令
和
５
年
度
新
規
事
業

か
ら

〇
超
高
齢
者
世
帯
・
一
人

住
ま
い
の
会
員
に
関
心
・

対
応
。

〇
老
人
ホ
ー
ム
・
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
紹
介

「
高
齢
者
が
最
後
ま
で
頼

れ
る
」
組
織
を
め
ざ
す
。

　
去
る
５
月
２３
日
（
火
）

鴨
下
一
郎
会
長
は
、
加
藤

勝
信
厚
生
労
働
大
臣
に
、

５
項
目
か
ら
な
る
日
公
連

の
令
和
５
年
度
社
会
保
障

制
度
に
関
す
る
要
望
書
を

手
渡
し
要
望
し
た
。
東
京

永
田
町
　
第
２
議
員
会
館

会
議
室
で
、
夕
刻
の
こ
と

で
あ
る
。

　
要
望
書
の
趣
旨
に
理
解

を
示
さ
れ
た
大
臣
は
、
現

在
の
政
治
課
題
に
つ
い
て

言
及
さ
れ
た
。

　
日
公
連
の
要
望
書
は
、

例
え
ば
年
金
制
度
が
現
在

と
未
来
社
会
、
次
世
代
の

人
々
の
生
き
方
や
生
活
を

支
え
る
制
度
で
あ
る
と
い

う
趣
旨
を
踏
ま
え
て
つ
く

ら
れ
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
第
１
項

「
公
務
員
が
職
務
に
専
念

で
き
る
環
境
整
備
に
十
分

配
慮
さ
れ
た
い
」　
第
３

項
に
「
子
育
て
世
代
が
安

心
し
て
働
き
や
す
い
労
働

環
境
の
改
善
に
努
め
ら
れ

た
い
」
な
ど
、
変
化
が
急

な
国
内
外
の
社
会
、
経
済

状
況
に
適
切
に
対
応
す
る

こ
と
、
子
供
が
健
や
か
に

育
つ
環
境
が
整
備
さ
れ
る

こ
と
な
ど
を
願
っ
て
成
文

化
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
者

の
利
益
追
求
だ
け
の
内
容

に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
な
ぜ
な
ら
ば
、
日
公
連

は
一
種
の
社
会
資
本
と
い

う
公
器
で
あ
り
、
創
立
以

来
そ
の
基
本
理
念
を
謳
う

「
わ
れ
ら
の
信
条
」の「
わ

れ
ら
」
は
、
時
代
と
地
域

を
越
え
る
「
わ
れ
ら
」
で

あ
り
、
し
か
も
、
制
度
の

永
続
性
を
強
く
願
う
こ
と

か
ら
、
現
在
の
要
望
活
動

が
将
来
世
代
の
幸
せ
に
繫

が
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ

る
。

　
日
公
連
・
退
公
連
の
社

会
保
障
に
関
す
る
要
望
活

動
は
、
従
来
も
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

も
こ
の
姿
勢
は
変
わ
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
。

ご
厚
情
に
感
謝

新
聞
事
業
へ
　
　
　
　

浄
財
集
ま
る

　
本
紙
「
退
公
連
新
聞
」

の
発
行
と
配
付
に
関
す
る

寄
付
」
を
お
願
い
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
早
速
ご
芳
志

を
お
届
け
い
た
だ
き
、
会

員
の
方
々
の
日
公
連
及
び

新
聞
へ
の
熱
い
想
い
と
ご

厚
情
を
再
確
認
し
、
お
応

え
す
る
責
任
の
重
さ
を
実

感
し
て
お
り
ま
す
。

　
５
月
末
現
在
、
個
人
８９

件
、
退
公
連
支
部
・
分
会

等
４
件
。
約
１００
万
円
の
浄

財
を
受
領
し
て
お
り
ま

す
。

令和４年度決算報告書
単位：円

収入の部

１．分担金収入 ４９，５８４，０３３

２ ．広告料収入 ２，５４１，０００

３ ．雑収入 ８８，４７５

（収入合計） ５２，２１３，５０８

支出の部

１．事業費 ５９，９７４，３２０

２ ．管理費 ５，４３０，８１１

（支出合計） ６５，４０５，１３１

当期損失額 Δ１３，１９１，６２３

会
員
が
語
り
合
い
、
支
え
合
う
日
常
を
つ
く
る

会
員
が
語
り
合
い
、
支
え
合
う
日
常
を
つ
く
る

鴨
下
一
郎
会
長
再
任

鴨
下
一
郎
会
長
再
任
　
理
事
会
・
第

　
理
事
会
・
第
２１７２１７
回
評
議
員
会
開
催

回
評
議
員
会
開
催

将
来
世
代
の「
希
望
」に
繋
げ
よ
う
　
　

　
　
　
日
公
連
の
願
い
を
厚
労
大
臣
へ

令
和
五
年
度
　
補
欠
評
議
員
の
選
任

氏
　
名

都
道
府
県
連

備
　
　
　
　
考

近
藤
貞
夫

秋
　
田

齊
藤
秋
郎
会
長
の
後
任

瀧
戸
八
起

岐
　
阜

郷
　
峰
男
会
長
の
後
任

山
田
將
文

愛
　
知

加
古
　
博
会
長
の
後
任

玉
江
正
治

熊
　
本

田
代
郁
子
会
長
の
後
任

令
和
五
年
度
　
役
員
（
理
事
・
監
事
）

氏
　
名

備
　
考

氏
　
名

備
　
考

鴨
下
一
郎

松
本
雅
義

大
分
県
連

柳
本
勝
三
郎

兵
庫
県
連

鯨
岡
　
武

茨
城
県
連

室
井
　
勝

福
島
県
連

川
窪
洋
子

茨
城
県
連

小
松
博
則

事
務
局

岡
田
清
光

山
梨
県
連

髙
橋
孝
昌

宮
城
県
連

松
本
　
衛

東
京
都
連

田
邉
　
茂

新
潟
県
連

奈
良
年
永

青
森
県
連

川
端
政
義

奈
良
県
連

鈴
木
日
出
男

事
務
局

岡
﨑
明
宏

岡
山
県
連

星
山
龍
夫

事
務
局

森
山
　
亮

香
川
県
連

松
本
保
之

事
務
局

監
事

田
口
　
良
三

前
茨
城
県
連

監
事

岡
島
　
脩
雄

京
都
府
連

加藤勝信厚生労働大臣に要望書を手渡す鴨下一郎会長
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○年金相談… 7月 5日㈬、２8日㈮
○心の悩み相談… 7月 5日㈬、２8日㈮
　いずれも午後 １ 時～ ３ 時まで

０３−３８２２−１２１６

☎ やすらぎ電話やすらぎ電話

特別演奏会で相撲甚句を披露

多種にわたる作品展を開催

会
員
の
広
場

大和ハープ演奏会

大和ハープ（奈良県
生まれの弦楽器）

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

夕
映
え
の
余
光
の
中
に
テ
ッ
セ
ン
は

鋭と

き
紫
を
放
ち
て
咲
け
り

岐
阜
県　
木
村
康
男

ま
ぶ
し
け
り
生
き
き
ら
ん
と
す
る
そ
の

気
力
幾
多
の
病
背
負
い
し
友
の

栃
木
県　
染
谷
文
行

一
面
に
菜
の
花
咲
い
て
マ
ス
ク
と
り

ス
ナ
ッ
プ
写
真
笑
顔
が
並
ぶ

愛
知
県　
落
合
義
紀

知
り
合
い
の
稚
児
あ
や
す
ご
と
か
が

み
込
み
友
は
金
蘭
に
そ
っ
と
さ
わ
り

ぬ�

茨
城
県　
額
賀　
旭

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

寄
り
道
を
し
て
も
い
い
か
と
膝
に
聞

く�

愛
知
県　
竹
内
明
弘

曲
が
る
腰
影
ま
で
主
の
真
似
を
す
る

福
井
県　
羽
生
悦
郎

期
待
し
た
分
だ
け
不
満
つ
の
り
ま
す

茨
城
県　
櫻
井
康
雄

お
い
し
い
ね
ひ
と
い
き
つ
い
て
出
た
こ

と
ば
香
り
と
昆
布
が
絶
妙
や
ね

和
歌
山
県　
里
神
賢
幸

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

土
筆
摘
む
摘
み
て
は
袴
と
り
て
摘
む

岐
阜
県　
髙
橋
良
明

吾
の
手
と
遊
べ
や
パ
ソ
コ
ン
老
い
の
友

山
形
県　
齋
藤
國
治

カ
タ
カ
ナ
語
老
人
向
け
の
チ
ラ
シ
に
も

栃
木
県　
横
田
元
子

１００
歳
な
今
９２
も
う
そ
こ
だ
！

神
奈
川
県　
三
上
敏
夫

子
ら
去
り
し
鞦し

ゅ
う

韆せ
ん

に
蝶
飛
び
交ま

じ
わ

へ
り

山
形
県　
上
野
直
樹

四あ
ず

阿ま
や

に
黄
蝶
の
番
乱
れ
飛
ぶ

茨
城
県　
金
子
弘
毅

勇
者
め
き
鍬
を
手
に
手
に
溝
浚
へ

香
川
県　
鈴
木
惠
美

心豊かに心豊かに

　
今
年
の
２
月
、
私
も

後
期
高
齢
者
の
仲
間
入

り
を
し
ま
し
た
。
そ
の

せ
い
か
、

子
ど
も
の

こ
ろ
の
こ

と
を
よ
く

思
い
出
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
特
に
、
亡
き
母
に
言

わ
れ
た
こ
と
を
よ
く
思

い
出
し
、な
か
で
も「
言

わ
ぬ
が
花
」「
老
い
て
は

子
に
従
え
」「
腐
っ
て
も

鯛
」
な
ど
の
こ
と
わ
ざ
を

教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
、
い
ま
に
な
り
実
感
を

伴
っ
て
よ
み
が
え
っ
て
き

ま
す
。

　
い
ま
は
「
蒔
か
ぬ
種
は

生
え
ぬ
」
が
、
ひ
と
際
現

実
的
な
意
味
を
帯
び
て
き

ま
し
た
。
退
公
連
に
加

入
の
メ
リ
ッ
ト
は
？　

会
合
に
出
た
ら
何
か
あ

る
？　
新
聞
だ
け
？　

こ
ん
な
声
が
聞
こ
え
て

く
る
よ
う

で
は
…
。

　
会
員
の

ア
イ
デ
ア

と
実
行
力
が
新
た
な
芽

吹
き
と
果
実
を
生
む
こ

と
を
見
守
っ
て
い
き
ま

す
。

「
蒔
か
ぬ
種
は
生
え
ぬ
」

大
阪
府
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
植
野
善
一

私
の
ひ
と
こ
と

事
務
局
短
信

　
「
夢
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
始
ま
り
の
地　
小
牧
」　
小
牧
山
は
、
織
田
信
長
公
が
天
下
統
一
の
夢
を
描
き
そ
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
の
第
一
歩
と
し
て
、
初
め
て
城
を
築
い
た
地
。
そ
ん
な
小
牧
市
に
あ
っ
て
、
退
公
連
小
牧
支
部
の

存
在
と
活
動
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

愛
知
県
退
職
公
務
員
連
盟
小
牧
支
部
長
　
安
東
　
要

いきいき退公連

愛知県連の巻

　
先
輩
方
が
続
け
ら
れ
た
支
部

独
自
の
『
親
睦
研
修
会
』
を
毎

年
秋
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
『
親
睦
研
修
会
』
を

紹
介
し
ま
す
。

①
「
キ
ト
ラ
古
墳
」
と
そ
の
周

辺
散
策

　
墳
丘
に
登
り
そ
の
横
に
建
て

ら
れ
た
「
四
神
の
館
」
で
、
石

室
四
方
に
描
か
れ
た
壁
画
や
天

井
の
天
文
図
に
目
を
凝
ら
し
て

　
私
達
の
支
部
は
、「
大
和
は

国
の
ま
ほ
ろ
ば
」
と
言
わ
れ
る

地
「
橿
原
・
明
日
香
・
高
取
地

区
」
で
す
。
現
役
で
働
い
て
い

た
頃
に
は
、
周
り
の
景
色
（
古

墳
や
天
皇
陵
等
）
や
日
常
息
づ

い
て
い
る
風
習
等
が
当
た
り
前

で
し
た
が
、
改
め
て
地
域
を
見

渡
す
と
、
今
さ
ら
な
が
ら
、
こ

の
地
の
歴
史
の
凄
さ
に
感
動
し

て
い
ま
す
。

見
な
が
ら
、
先
人
の
知
恵
に
感

動
し
、
明
日
香
村
の
職
員
さ
ん

の
お
話
も
拝
聴
。
時
間
の
過
ぎ

る
の
を
忘
れ
ま
し
た
。
終
了
予

定
時
刻
オ
ー
バ
ー
で
大
好
評
で

し
た
。

平
成
２９
年
１０
月
２６
日
実
施

参
加
者
３６
名

②
「
大
和
ハ
ー
プ
演
奏
会
」

　
自
作
の
「
大
和
ハ
ー
プ
（
奈

良
生
ま
れ
の
弦
楽
器
）
で
演
奏

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

こ
こ
４
年
ほ
ど
は
開
催
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
会

も
含
め
て
今
後
の
研
修
会

の
持
ち
方
を
ど
う
す
る
か

模
索
中
で
す
。

聞
い
て
、
見
て
、
知
る
退
公
連
！

聞
い
て
、
見
て
、
知
る
退
公
連
！

退
公
連
っ
て
、な
あ
に
？
こ
ん
な
疑
問
に
答
え
る
取
り
組
み

退
公
連
っ
て
、な
あ
に
？
こ
ん
な
疑
問
に
答
え
る
取
り
組
み

支
部
主
催
の
『
親
睦
研
修
会
』

奈
良
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
　
　
　
　
　
　
　

橿
原
・
高
市
支
部
長
　
桐
山
吉
子
　

二
　
作
品
展
の
開
催

　
コ
ロ
ナ
禍
の
第
８
波
が

心
配
さ
れ
る
中
、
第
１０
回

目
の
作
品
展
が
１
月
下
旬

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
作
品
の
ジ
ャ
ン

活
動
を
し
て
お
ら
れ
る
奈
良
県

在
住
の
お
二
人
を
招
き
、開
催
。

ハ
ー
プ
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
懐

か
し
い
歌
を
歌
い
、
ハ
ー
プ
の

清
楚
な
音
色
に
、
み
ん
な
笑
顔

に
な
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
１０
月
３１
日
実
施

参
加
者
２９
名

③
講
演
会
「
認
知
症
の
基
本
と

そ
の
備
え
」

　
５６
歳
で
軽
度
認
知
症
で
、
退

職
。
翌
年
に
当
事
者
と
し
て
活

動
す
る
団
体
を
設
立
さ
れ
た
現

在
６０
歳
の
方
と
、
認
知
症
家
族

交
流
会
代
表
の
お
二
人
を
講
師

に
迎
え
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　
「
今
で
き
る
こ
と
・
し
た
い

こ
と
を
し
っ
か
り
や
り
続
け

る
」「
死
生
観
を
持
つ
」
等
の

お
話
に
、認
知
症
に
関
係
な
く
、

広
く
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
暮
ら

し
方
を
考
え
る
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

令
和
３
年
１０
月
３０
日
実
施

参
加
者
２４
名

　
長
い
コ
ロ
ナ
禍
、
感
染
予
防

対
策
を
取
り
な
が
ら
の
『
親
睦

研
修
会
』
を
、
毎
年
実
施
で
き

て
い
る
こ
と
に
感
謝
で
す
。

き
、
小
牧
支
部
の
存
在
と

活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
機

会
と
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｒ
用

の
チ
ラ
シ
を
２
千
枚
印
刷

し
、
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
市
民
セ
ン
タ
ー
・
公
民

一
　
特
別
講
演
・
演
奏
会

の
開
催

　
毎
年
６
月
に
行
う
支
部

総
会
の
始
ま
る
前
に
、
特

別
講
演
・
演
奏
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
８
回
、
飲
食
チ
ェ
ー
ン

店
を
展
開
す
る
創
業
者
の

お
話
、
会
員
で
も
あ
る
大

学
教
授
の
落
語
、
バ
イ
オ

リ
ン
・
キ
ー
ボ
ー
ド
・
コ

ン
ト
ラ
バ
ス
で
の
コ
ン
サ

ー
ト
、
相
撲
甚
句
等
、
多

種
多
彩
な
方
々
や
グ
ル
ー

プ
を
招
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

り
上
げ
、
近
隣
の
市
町
か

ら
も
会
員
が
駆
け
つ
け
て

く
れ
ま
し
た
。

　
公
共
施
設
を
会
場
に
し

て
い
る
の
で
、
別
の
用
事

で
訪
れ
た
人
も
、
会
場
を

覗
か
れ
、
小
牧
支
部
の
活

動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
い
い
機
会

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
様
々
な
活

動
を
通
し
て
会
員
及
び
市

民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
が

深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　
〈
新
幹
線
か
な
ら
ず
止

ま
る
〇
〇
駅
〉
小
学
生
作

の
川
柳
で
す
。
通
過
す
る

駅
が
あ
る
の
に
な
ぜ
〇
〇

駅
に
は
止
ま
る
の
か
。
素

朴
な
疑
問
か
ら
子
ど
も
の

知
的
世
界
が
広
が
っ
て
い

く
の
か
も
。

　
花
鳥
風
月
に
も
、
人
の

生
活
の
中
に
も
、
不
思
議

な
こ
と
、
驚
き
、
ワ
ク
ワ

ク
す
る
こ
と
が
き
っ
と
あ

り
ま
す
。
歌
や
句
に
し
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

館
・
児
童
館
等
の

公
共
施
設
へ
の
配

布
、
地
元
の
新
聞

社
へ
の
連
絡
等
、

Ｐ
Ｒ
に
務
め
ま
し

た
。毎
回
盛
況
で
、

小
牧
支
部
の
存
在

を
、
広
く
知
っ
て

も
ら
え
た
と
思
い

ま
す
。

ル
は
、
多
種
に
わ

た
り
、絵
画
、書
、

伊
勢
型
紙
、写
真
、

ジ
オ
ラ
マ
、木
工
、

手
芸
等
見
ご
た
え

の
あ
る
も
の
が
多

く
、
華
や
い
だ
作

品
展
に
な
り
ま
し

た
。
地
元
の
新
聞

も
そ
の
模
様
を
取

お
詫
び
と
訂
正

　
４
月
２５
日
付
１
面
、
諸
物
価
高
騰
に
関
す
る

「
緊
急
要
望
　
総
務
大
臣
に
」
で

松
本
総
務
大
臣
の
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

松
本
剛
明
様
と
、
ご
無
礼
を
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。
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